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上川生産農業協同組合連合会（ＪＡ上川生産連）

継続・改革・挑戦
‐地域農業の更なる発展に向け補完機能の強化をめざして‐

表紙写真：四季彩の丘（美瑛町）



ＪＡ上川生産連とは

正式には「上川生産農業協同組合連合会」と

言い、その名の通りＪＡ（農業協同組合）グ

ループの一員です。北海道上川総合振興局管内

の13ＪＡが会員となって設立された組織です。

全国組織の連合会を「全国連」、都道府県

単位の連合会を「県連・道連」と言いますが、

上川生産連は「地区連」と呼ばれています。

地区ＪＡの連合組織として、会員ＪＡから寄

せられる様々な期待や要求をより効果的に実現

するために様々な事業を行っています。
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上川の農業

上川地域の耕地面積は 130,500 haで、

北海道の 11.4 ％を占めており、このうち

田は 60,800 haで耕地面積の47％を占め

ています。販売農家数は 5,411 戸(R3年)

で年々減少していますが、１戸当たりの経

営耕地面積は拡大しています。

また、農業産出額は 1,227 億円となり、

北海道の 10 ％を占めています。特に米は

30 ％、野菜は 18 ％を占めるなど高い割合

となっており、耕種・畜産ともに上位に位

置しています。管内１３ＪＡ



農業・ＪＡを取り巻く内外の情勢を踏まえ、「中期経営計画」
（令和2年～4年度）の内容に沿って事業運営を進めてまいります。

事業運営においては、管内生産者の減少や高齢化による担い手対
策が急務であり、農産分野としては「主要農産物種子等の生産供給
事業」を通じて種苗の計画生産・安定供給を図るべく採種生産者の
技術継承を進めてまいります。酪農畜産分野においては、各種生産
者団体の活動を包括的に支援し、担い手の情報交換および飼養技術
向上に向けた適正な情報提供を図り、生産者の経営安定化に向けた
サポート体制の強化に努めてまいります。

令和３年度から取り組みを開始した旅行事業分野については、関
係法令を遵守したなかで顧客ニーズに対応した企画を提案し、政府
が発表した「観光ビジョン実現プログラム2020」に伴うアフター
コロナに向けた大きなマーケットに対応すべく相談機能の充実化を
図ってまいります。

新たな農業政策への対応、消費者との信頼構築に向けた取り組
み、担い手や生産者組織の育成等に積極的に関与することにより、
将来の管内農業を見据えた「人づくり」「組織づくり」を支援して
まいります。

本会の持つ地域に根ざした人的資源等を十分に活用し、ＪＡ事業
に対する補完機能の充実強化に努め、ＪＡグループの一員として、
支援体制の一役を担ってまいります。

会運営にあたっては、経営環境の変化に対応した事業の再構築と
経営管理機能の強化に努め、業務の効率化、財務の健全化、経営の
安定化を進めるとともに会員ニーズを的確に捉え、その負託に応え
られるよう役職員一丸となって事業運営を進めてまいります。
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経営基本方針



当会は、北海道のほぼ中心に位置する上川管内13ＪＡの出資で

構成されるＪＡ連合会で、会員が協同してその事業の振興を図り、

その組合員の農業の振興、経済状態の改善及び社会的地位の向上に

寄与することを目的に設立されました。

上川管内における地域農業の活性化と発展に向けて、会員ＪＡの

活動に対する補完機能の充実強化と支援体制の整備を図ることが当

会の目的であり課題でもあります。

昭和23年の設立以来、この目的と課題を念頭におきながら事業

活動を進めて参りました。

今後も変わることなく前進して参りたいと存じます。

内外とも厳しい農業情勢下にありますが、農業者が希望のもてる

将来に向けて、農業基盤の整備構築が最重要課題であり、一丸と

なった系統運動の展開が望まれるところであります。

以上の状況を踏まえ、地域に根ざす地区連合会としての役割と責任

を果たすべく、克服する課題の整理と

進むべき方向性を指し示す道標として

「継続・改革・挑戦」を合い言葉に、

ＪＡグループの一員として、会員の負

託に応えるべく努力して参ります。
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代表理事会⻑
熊 谷 留 夫

地域農業の更なる発展に向け補完機能の強化を目指します
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旅⾏計画の策定
旅⾏商品の販売

会員組織および他事業との連携

会員の連携による協働事業の
企画・検討

会員の負託に応じた
農業振興事業の展開

受託業務の推進
業務の迅速化と効率化

登録事業
家畜改良事業原採種ほ管理指導

サポーターづくりの企画・検討

総合企画グループ

総　務　部

＜　理事会　＞

副会⻑

常　　務

＜　企画会議・経営会議　＞

会計処理及び資産運⽤
ＪＡ上川ビルの運営管理

農　産　課 畜　産　課 総　務　課
種苗の計画⽣産と安定供給

畜産推進課 旅⾏事業課
（旅⾏センター　あぐりん）

＜　総　　会　＞

会　　⻑

畜  産  部

＜　監事会　＞

農  産  部

各種補助事業の効果的な活⽤

採種⽣産者組織の育成⽀援

⽣産技術向上対策の推進
総合家畜共進会の開催

経営健全化対策の推進
事業継続計画等の策定・検討

外郭団体との連携
所有財産の効果的な活⽤

穀類種⼦調製施設の整備
栽培技術講習会等の開催
微⽣物資材の斡旋供給

経営技術向上対策の推進

農業を柱とした地域振興プランの
企画・検討

組織機構
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【総務部／総務課】

総務部門は、庶務や経理等の管理業務を行っている一方、

ＪＡ上川ビルなどの上川生産連創立から引き継がれている

財産の管理・運営も行っております。

ＪＡ上川ビルは、上川地区の農業振興拠点としてだけでな

く、地域住民（消費者）とＪＡグループ（生産者）との架け橋

としての役割を担っております。

重点施策

１）経営健全化対策の推進

２）事業継続計画とSDGsへの具体的な取り組み

３）所有財産の効果的な活用

４）次期中長期計画（2023～2025年）の策定

各事業部門の紹介

平成30年8月末 竣工

２F大会議室（最大120名収容）
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【総務部／旅行事業課】

旅行事業部門は、令和３年度に「上川ビル旅行センター

（あぐりん）」をオープンし、上川管内の会員組織を中心に

㈱農協観光代理業を行っております。

Ｎツアーが提唱している『ふれあいツーリズム』を通じて

ＪＡグループ・地域の「つながり」を推進します。

重点施策

１）会員への旅行事業開設の浸透・宣伝

２）旅行事業モデルの確立

３）物販事業の推進

４）マイクロツーリズムによる地域交流事業の策定
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【農産部／農産課】

農産部門は、主に種子・種苗の斡旋供給に関する業務を行っています。

上川管内の基幹作物である水稲・麦・馬鈴しょ・豆類の原採種ほの設置を

図り、生産体制と検疫業務を徹底させて生産された優良な種子・種苗を会

員ＪＡにお届けします。

重点施策
１）原採種ほ管理指導の徹底と採種ほ面積の確保による種子の安定供給

２）ｼﾞｬｶﾞｲﾓｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ・ﾀﾞｲｽﾞｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ蔓延防止対策の推進

３）関係機関との連携による特定病害対策の推進

４）種子生産者組織の育成支援、農作業省力化・軽労化に向けた取組み

５）穀類種子調製施設の稼働（令和４年７月操業開始）

各事業部門の紹介
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【穀類種子調製施設（ＷＨＥＡＮＳ ＢＡＳＥ）】

令和４年３月に竣工した穀類種子調製施設は、呼称を「WHEANS 

BASE（ウィーンズベース）」として、令和４年産種子から稼働します。

調製量は麦類種子が 1,688.0t、豆類種子が 596.7tを計画しており、

より一層、優良種子の安定供給に万全を期して参ります。

本施設名 ＷＨＥＡＮＳ ＢＡＳＥに込めた意味

ＷＨＥＡＮＳ ＢＡＳＥの「ＷＨＥＡＮＳ」は麦「ＷＨＥＡＴ」と豆「ＢＥＡＮＳ」を組み
合わせた造語であり、「ＢＡＳＥ」は英語で土台・基礎・基地を意味しています。
ロゴの「ＷＨＥＡＮＳ」のアーチ型は、種子生産者から一般生産者へ種子を次のステージ
に渡す「架け橋」としての意味が込められており、土台を意味する「ＢＡＳＥ」の下に
は、上川生産連を表記し、農業経営の基礎として大きな役割を担う種子生産を支える施設
でありたいという想いを込めました。
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【畜産部／畜産課】

畜産部門は、主に乳牛・和牛・馬の登録事業を中心に家畜

の資質向上と管理技術の指導を行っています。

また、上川地区をまとめる外郭団体の事務局として各地域と

の連携強化のサポートに努めています。

重点施策
１）登録事業の普及推進

経営維持向上・改善を図るため、会員JAと共に登録の重要性を発信

登録月齢制限のある肉牛については、月齢超過による未登録牛の発生

を抑止

２）家畜改良事業の推進

各種データを使用し、経営形態に対応した提案・指導を実施

新規就農者・後継者対策として、会員JAと連携し技術研修会を開催

３）総合家畜共進会の開催

担い手の育成や種畜改良の成果を

確認する場として共進会を開催

４）外郭団体との連携による各種事業の推進

各団体との連携を強化するとともに、「上川発信」をはじめとした

畜産の生産・改良技術の情報を発信

各事業部門の紹介



10

【畜産部／畜産推進課】

上川中央地域農協（JAあさひかわ、JAたいせつ、JA東神楽、JAぴっ

ぷ町）エリアの酪農畜産基盤の振興および組合員サービスの向上と畜産業

務の更なる効率化・集約化を図ることを目的に、上川生産連が畜産業務を

受託しています。

永続的に酪農畜産に精通した職員を複数配置し続けることで、多角的なサ

ポートを実施します。また、培った経験を適切に後任者につなげ、継続的

な組合員サポートを実現させます。

現在各農協が行っている畜産業務を生産連が受託しますが、組合員と農協

の関係性は変わる事がなく、手数料・代金精算は帰属農協に残ります。

重点施策
１）受託業務の推進

２）業務の迅速化と効率化

３）各種補助事業の効果的な活用
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【総合企画グループ】
上川管内の農業振興と担い手対策等について、各関係機関との連携を図ります。

１）会員の連携による協働事業の企画・検討

２）会員の負託に応じた農業振興事業の展開

３）農業を柱とした地域振興プランの企画・検討

４）サポーターづくりの企画・検討

令和４年度に班編成を刷新、７つの班に分かれ事業を推進いたします。

班一覧

・食育イベント班

・ノウフク班

・みらい塾班

・特産JA班

・酒米プロジェクト班

・ＳＮＳプロモーション班

・展示企画班

各事業部門の紹介



事業取扱⾼の推移
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19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 ３年度

現預金

615,381 千円

事業資産

452,475 千円

雑資産

214,033 千円

固定資産

3,422,875 千円

事業負債

85,494 千円 雑負債

59,533 千円

固定負債

3,249,611 千円

会員資本

1,310,126 千円

負債・資本の総額
4,704,764千円

資産の総額
4,704,764千円

（単位︓千円）

事業決算
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上川生産連73年の沿革（1948～2021）

昭和22年11月 農業協同組合法が公布される
昭和23年06月 地区農業協同組合連合会の創立

北海道は地域別に農業並びに経済事情が異なるので地区単位
に特殊連合会を設置する動向となり、同年7月に創立総会が
開催され、「上川生産農業協同組合連合会」が創立された。
同年8月4日に設立が認可され、同月13日に設立登記を完了

昭和26年03月 北海道馬鈴薯採種組合連合会と合併
昭和27年11月 家畜人工授精所の設置
昭和40年07月 旭川競馬場の再開
昭和42年09月 新農業会館の建設
昭和43年05月 白金共同利用模範牧場の建設（白金牧場）
昭和44年08月 種鶏事業をホクレンに移譲
昭和45年12月 上川家畜消流センター（家畜市場）の設置
昭和47年08月 北海道家畜人工授精事業の整備統合
昭和50年04月 農地改良事業を北海道農業開発公社へ、

営農指導事業を北農中央会へ移譲
昭和50年08月 旭川競馬場の建設
昭和60年10月 白金牧場看視舎、育成舎建設
昭和61年09月 豆類種子センター建設
昭和62年04月 畜産経済事業（北海道中央家畜市場）をホクレンに移管
平成10年08月 創立50周年記念式典を挙行
平成18年11月 ばんえい競馬撤退
平成20年10月 ホッカイドウ競馬撤退
平成21年06月 旭川競馬場閉場・解体工事
平成27年03月 白金牧場を美瑛町へ譲渡、競馬場跡地を横浜ゴムに売却
平成29年09月 ＪＡ上川ビル着工
平成30年08月 ＪＡ上川ビル竣工式、創立70周年記念式典を挙行
令和 元年07月 農業会館解体工事完了
令和 ３年04月 ＪＡ上川ビル旅行センター「あぐりん」開設
令和 ３年05月 穀類種子調製施設「ＷＨＥＡＮＳ ＢＡＳＥ」着工
令和 ４年03月 穀類種子調製施設「ＷＨＥＡＮＳ ＢＡＳＥ」竣工
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上川のあらまし

１．位置・面積

北海道のほぼ中央に位置し、地形は南北に細長く、東西 96.7 km、

南北 224.4 km、面積は 10,619 k㎡で全道の 12.7 ％を占めています。

これは、岐阜県（ 10,621 k㎡ ）に匹敵する広さです。

２．地 勢

中央を旭岳（ 2,291 ｍ）が主峰の大雪山系、北を天塩川山系と北見

山系、さらに南を夕張山系と日高山系が走行し、それぞれ広大な上川、

名寄、富良野の各盆地を形成しています。

また、中央部は大雪山に源を発する石狩川が貫流し、北部は天塩岳に

源を発する天塩川が縦断しており、南部は石狩川の支流である空知川が

流れ、本道農業の中心地として広大な沃野を形成しています。

３．気 候

北海道のほぼ中央に位置し、四方が山に囲まれた内陸地帯の盆地であ

るため、冬季には最低気温 -41.0 ℃（旭川：明治35.01.25）、夏季

には最高気温 36.8 ℃（上富良野：平成26.06.04）を記録するなど、

冬季と夏季の寒暖の差が極めて大きな内陸性気候となっています。なお、

最低気温 –41.0 ℃は気象官署として全国１位の記録です。

また、南北に細長い地形のため、中央部・富良野・北部各地区の気象

条件には相当の開きがあります。



名 称：上川生産農業協同組合連合会

事務所：〒070- 0030

北海道旭川市宮下通４丁目２番５号
ＪＡ上川ビル１Ｆ
TEL 0166-24-1003    FAX 0166-24-2516

設 立：1948年（昭和23年）８月

代表者：代表理事会長 熊谷 留夫

資本金：1,310,126千円（うち出資金 249,225千円）

職員数：23名

http://www.kseisanren.or.jp/

上川生産連


